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　第98回薬剤師国家試験は、2013年
3月2、3の両日に実施された。6年制
薬剤師を輩出する2回目となる第98回
薬剤師国家試験は、97回に比べて「考
える力」を問う問題や医療現場で直面
する事象に対する「問題解決能力」を
問う問題が多く、難易度の高い試験であった。受験者総数1万1288人、総
合格者数8929人、総合格率79.1％で、97回に比べ合格率が9.2ポイント
低い結果であった。表１に示すように6年制卒（新卒と既卒を含む）の合
格率は、83.6％（合格者数8826人）に対して、その他（旧4年制卒を含む）
の合格率は14.1％（合格者数103人）で、旧4年制卒の受験者にはかなり
厳しい試験であった。また97回に比較して新卒者の合格率は、11.7ポイ
ント低下している（図１参照）

除く全ての領域で97回より正答率（換
算点）が低下している。「必須問題」
では、約2ポイント、一般問題の「薬
学理論問題」で約8ポイント、一般問
題の「薬学実践問題（複合問題と実務）」
で約9ポイント、98回は97回に比べ

正答率が低下している。また「物理」「化
学」を中心に基礎科目の正答率が非常
に低いという結果であった。
　第98回の問題は、全体的にバラン
スのとれた良問が多い印象であった
が、「物理・化学・生物」には、高校
で学んだ基礎事項や基本的内容が多く
出題されており、基礎力のない受験者
には難しい試験であったと思われる。
さらにグラフや式、図やイラストが与

えられ、これらを用いて正
解を導くための「考える力」
や「応用力」を必要とする
問題も多かった。また既出
問題の出題は20％くらい
とされているが、既出問題もそのまま
の再出題はなく、既出問題の内容をベ
ースに、問い方や出題形式を変えるな
どした問題であったため、多くの受験

　第98回薬剤師国家試験は、表２（厚
生労働省発表）に示すように、新卒者
の全体（345問）の平均点は、昨年に
比べ17.7点（換算点では5.1％）低下
している。薬学ゼミナールの「薬ゼミ
自己採点システム」（集計数7557人）
で見ると、図２（98回と97回の薬剤
師国家試験領域別正答率比較）に示す
ように、総合で比較すると「衛生」を

学校法人医学アカデミー学長　木暮 喜久子

図１　薬剤師国家試験合格率推移

■96回まで新卒、97回より6年制卒
■その他（96回まで既卒含む、97回より4年制卒含む）

第98回薬剤師国家試験の総評と今後の展望
表１　第98回薬剤師国家試験合格率

※6年制卒（新卒者と既卒者）、その他（4年制卒含む）

表２　第98回薬剤師国家試験新卒者
の平均点、換算点（厚生労働省資料）

図２　98回と97回の薬剤師国家試験領域別正答率比較
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合格率 受験者数 合格者数

総数 79.10％ 11,288人 8,929人

6年制卒 83.60％ 10,557人 8,826人

その他 14.09％ 　 731人    103人

試験区分 平均点 換算点（正答率）

必須（90） 77.4点 86.0％

理論（105） 68.0点 64.8％

実践（150） 105.4点 70.3％

合計（345） 250.8点 72.7％

新卒数 9664人
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